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災害時に命を守る□腔ケア

平常時からの取り組みが大切です !

口腔ケアとは、歯みがきやうがい

などでお□の清潔を保つことです。

災害時はライフラインが遮断され、

飲料水の確保が困難になつたり、歯

ブラシなど口腔ケア用品が不足し

たりして、普段のような歯みがきや

うがいができなくなる場合がありま

す。また、緊張やストレスから唾液が

出にくくなり、歯と国の健康が損な

われることもあります。□の汚れと

免疫力の低下が原因で、むし歯や歯

周病の発病・悪化をはじめ、とくに高

齢者は誤喩性肺炎
※2にかかりやす

くなると言われています。

阪神,淡路大震災で亡くなった方

や行方不明となつた方は、6,434人。

このうち、家屋の倒壊などによる圧

死や窒患死といつた「直接死」は

5,512人。残りの922人の方々は震

災後約2か月間に、肺炎や脳卒中、心

筋梗塞などの「災害関連死」で亡く

なつています。大震災を生き延びな

がら震災のストレスや、生活環境の

悪化などが原因で亡くなつたのはき

わめて残念なことです。「災害関連

死」では肺炎が最も多く、中でも誤

囃Ш捕炎が多いと考えられています。

日頃からかかりつけ歯科医を

持つて定期健診を行い、歯の治療を

完了しておきましょう。

※2誤瞼性肺炎 (こえんせしヽまいえん)とは、本来な

ら食道に入るべき食物や唾液、逆流した胃液などが

気管に入ることで、中に含まれる細菌が肺に入つて

起こる肺炎。高齢者に多く発生します。

●歯ブラシがない時は
0タオルやティッシュで歯の表面を

拭き取 りましょう。

・ 食後はお茶や水で うがいを しま

しょう。

・ 無糖ガムは国がス ッキ リし、スト

レス解消や睡液の分泌促進効果も

あります。

・ 唾液は歯と国の清潔を保つので、

耳の真下の温めやマ ッサージで唾

液の分泌をうなが しま しょう。

●入れ歯の方は
01日 1回は、外 しま しょう。

・ 水が不足 していた ら、食器用スポ

ンジやお しばりで拭きましょう。

・ 針金の部分は、歯ブラシや綿棒

などで掃除を しま しょう。

・ 入れ歯洗浄剤があれば使い、充

分に洗い流して日にもどしましょう。

1 癬

①l最後に、①用意が必要な物     あると便利な物

□歯ブラシ     ロリップクリーム
ロデンタルリンス   回紙コップ
ロキシリトール入り   □歯間ブラシ、

シュガーレスガム     デンタルフロス

ロ ティッシュベーバー   □ 舌ブラシ、

またはウエットティッシュ スポンジブラシ

ロ ミネラルウオーター

ロ マスク

□ 入れ歯用ケース、入れ歯洗浄剤

(入れ歯の方)

阪神・淡路大震災におけ
「災害関連死J

死因別割合

気管支炎17%
‐
肝硬変等2.1%

腎不全4.2%

脳内出血4.5%

脳閉割 6%
呼吸不全等7.7%

引用 :神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科教授、

元神戸市立西市民病院歯科回腔外科部長 足立了平氏
「災害時の回腔保健の重要性」より

心筋曝
10.3%


